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SAMPSON コードを用いて Phebus FPT1 試験の一次系での Cs 沈着挙動を評価した。Cs の化学形は、従来考え

られていた CsOH/CsI 以外に Cs2MoO4も考慮した。主な沈着機構は、蒸気凝縮と熱泳動であった。 
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1. 緒言 

従来の過酷事故解析コードは、原子炉から環境に放出されるソースタームを評価するものであった。し

かし、福島原発の廃炉においては、原子炉内に残留する核分裂生成物(FP)、特に長寿命 FP であるセシウム

(Cs)の沈着量評価が重要となる。また、Phebus-FP 試験は、1/1000 スケールの PWR 模擬試験装置を用い、

炉心から格納容器(PCV)に至る FP の移行・沈着過程を調べた 1)。今回、過酷事故解析コード SAMPSON を

用いて国際標準問題 ISP-462)の対象となった FPT1 試験の解析を行い、Cs 沈着モデルの妥当性を検討した。 

 

2. 試験解析 

2-1. 解析条件 

FP の移行・沈着を計算する FPTA モジュールを用い、ガス流量、ガ

ス温度、壁温度、燃料からの FP 放出量を入力とした。計算ノードを、図

1 に示す。 

2-2. 試験結果との比較 

FPT1 試験で測定された C 点と G 点の FP 通過量と、各部位での FP

沈着量を比較した。 

2-3. 解析結果 

FPT1 試験で得られた主な知見は、①Cs は CsOH より低温で付着しや

すい Mo との化合物を形成、②FP の大部分はエアロゾルとして温度差の

大きい部分に主に沈着、③PCV 内でエアロゾルの大部分は重力沈降と拡

散泳動により沈着、である。FPTA モジュールの主な FP 沈着モデ

ルは、FP 蒸気の付着・再蒸発、化学吸着、慣性沈着、重力沈降、

拡散、拡散泳動、熱泳動である。これらモデルの妥当性を、試験結果と比較検討した。 

なお、本研究は経済産業省「平成 28 年度廃炉・汚染水対策事業費補助金（総合的な炉内状況把握の高

度化）」の一部として実施した。 
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図 1 FPT1 試験ノード 
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